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1. はじめに 

前報では，実験方法について報告した。本報では，圧

密処理されたモルタルおよびコンクリートの圧縮強度の

評価を行い，圧密処理後の圧縮強度に及ぼす各種要因の

影響について報告する。 
2. 実験結果 
（1）圧縮強度分布 

図-1 に，圧縮強度分布の一例（水セメント比の影響）

を示す。圧密処理の有無に注目すると，圧密処理を行う

と全層にわたって圧縮強度が改善されることが分かる。

また，上層部において改善効果が大きいことが分かる。

この傾向は，全ての要因に関して同様であった。 

（2）平均圧縮強度差ΔF および平均圧縮強度比 R に及ぼ

す各種要因の影響 

図-2 に，平均圧縮強度差 ∆F および平均圧縮強度比 R
に及ぼす各種要因の影響を示す。ここで，試験体各層の

圧縮強度を平均したものを平均圧縮強度と定義した。ま

た，圧密処理試験体の平均圧縮強度から無処理試験体の

それを差し引いたものを平均圧縮強度差 ∆F，圧密処理さ

れた試験体の平均圧縮強度を無処理試験体のそれで除し

た値を平均圧縮強度

比 R とそれぞれ定義

した。同図によれば，

水セメント比および

圧密圧力が大きいほ

ど，細骨材容積が小

さいほど，圧密開始

時期が早いほど，粗

骨材がない場合に，

平均圧縮強度差 ∆F お

よび平均圧縮強度比 R
は大きくなり，フロ

ー値の影響はほとん

どないことが分かる。 
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図-2 平均圧縮強度差ΔF および平均圧縮強度比 R に及ぼす各種要因の影響 

（1）水セメント比 （2）圧密圧力 （3）細骨材容積比 
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図-1 圧縮強度分布の一例 

   （水セメント比の影響） 
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図-4 脱水率 D と平均圧縮強度比 R 

の関係 
図-3 脱水率 D と平均圧縮強度差ΔF 

の関係 
図-5 平均圧縮強度比の計算値 RCと

実験値 REの比較 

（3）脱水率 D と平均圧縮強度差 ΔF および平均圧縮強度

比 R の関係 

図-3 に，脱水率 D と平均圧縮強度差 ∆F の関係を，図-

4 に，脱水率 D と平均圧縮強度比 R の関係を示す。両図

には，各種要因の異なる全ての実験結果を合わせて示す

が，いずれの指標値も脱水率 D との相関が見られ，脱水

率 D が大きいほど平均圧縮強度差 ∆F および平均圧縮強度

比 R が大きくなることが分かる。これは，圧密処理によ

る圧縮強度の改善が，圧密処理によって脱水され，モル

タルおよびコンクリートの組織が密実になることによる

ためと考えられる。 
佐藤ら 1)は，加圧脱水コンクリートの圧縮強度が増加す

る傾向は，単位水量を減じたコンクリートの場合とほぼ

一致し，加圧脱水による水セメント比の低下が圧縮強度

に対して支配的影響を及ぼすと報告しており，本実験は

同様な傾向であったといえる。 

両図の決定係数を比較すると，脱水率 D と平均圧縮強

度比 R の関係の方が，脱水率 D と平均圧縮強度差 ∆F の

関係より相関が良いことが分かる。 

（4）圧縮強度の改善効果の推定 

既報 2)では，単位水量 W と最終圧密量 Sfに相関がある

ことを報告した[式（1）]。前項（3）では，脱水率 D と

平均圧縮強度比 R に相関があることを示した[式（2）]。

脱水率 D は，最終圧密量 Sfと単位水量 W で表すことがで

きる[式（3）]。以上の式（1）～式（3）から，単位水量

W と平均圧縮強度比 R の関係[式（4）]を求めることがで

きる。 

 

Sf  =  f1 ( W ) 

R  =  f2 ( D ) 

D  =  f3 ( Sf , W ) 

R  =  f4 ( W ) 

 

ここに，Sf：最終圧密量（cm），W：単位水量（kg/m3），

R：平均圧縮強度比，D：脱水率（%） 

表-1 に，実験式の一覧を示す。図-5 に，平均圧縮強度

比の式（8）の計算値 RC と実験値 RE の比較を示す。同図

によれば，各種要因（ここでは，水セメント比，圧密圧

力，細骨材容積比およびフロー値）によらず，式（8）に

より，実験値の傾向をおおむね推定することができる。

すなわち，式（4）を用いることにより，圧密処理したモ

ルタルおよびコンクリートの圧縮強度は，調合段階でお

およそ推定できることが示唆された。 

3. まとめ 
本実験の範囲では，以下のような知見が得られた。 

1）圧密処理された硬化後のモルタルおよびコンクリート

の品質改善効果は，試験体全層におよぶ。 
2）脱水率 D と平均圧縮強度差 ∆F および平均圧縮強度比

R には，それぞれ相関がある。 
3）単位水量 W と平均圧縮強度比 R の関係式を用いれば，

調合段階で圧密処理したモルタルおよびコンクリート

の圧縮強度の改善効果を推定することができる。 

今後，本実験の結果に基づき，透水性型枠および真空

脱水工法によるコンクリートの圧縮強度の推定手法を提

案する予定である。 
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(3) 
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表-1 実験式の一覧 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

関係 実験式 式番号

単位水量W と最終圧密量S f f 1  = 0.018W  - 3.53

脱水率D と平均圧縮強度比R f 2  = 0.022D  + 0.94

最終圧密量S f および単位水量W と脱水率D f 3  = S f  /18W  ×105

単位水量W と平均圧縮強度比R f 4  = -431/W  + 3.1
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